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特に寄附を募集している事業
新 図 書 館 の 整 備

番 所 丘 公 園 E V ゴ ー カ ー ト の 導 入

子 ど も た ち へ の き め 細 か な 療 育
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－ 創造性あふれるまちのシンボリックな図書館を －

現在の図書館は、昭和39年に開館以降、増改築を行いながら
運営されてきました。しかしながら、老朽化等により、利用
者に不便をきたしている状況です。
このことから、子どもから高齢者、障がいがある人など誰も
が気軽に、そして居心地よく感じられる場所としてはもちろ
ん、創造性にあふれた地域の知の拠点として、新たな図書館
を整備します。

－ 遊びに再生可能エネルギーを－
阿久根市では、公共施設に大規模な太陽光パネルと蓄電池を
設置し、マイクログリッド網を構築しました。
大型遊具、スケートパーク、全⾧約1.2kmのゴーカート場など
がある多目的公園の番所丘公園にも、この設備により発電さ
れた再生可能エネルギー由来の電力が供給されています。
近年注目を集める電気自動車（EV)によるレース「フォーミュ
ラE」が日本で開催されることから、子どもたちの遊びの中に
再生可能エネルギーを取り入れ、環境について考えるきっか
けづくりとして、EVゴーカートを導入します。

－ すべての子どもが生活の主人公に－

児童発達支援センター「こじか」では、支援が必要な未就学
児に対して、基本的な生活習慣の自立を目指し療育がおこな
われています。
「こじか」は、阿久根市のみならず近隣市町の子どもだちも
多く利用しており、個々の障がい特性に応じた療育支援の拡
充が求められています。
子どもたちが遊び中で体の上手な使い方を育むことができる
大型遊具などを整備します。


